


 

 

 

 

○令和元年度 水産の動向 
特集 平成期の我が国水産業を振り返る 

 我が国の水産業では、平成 30年間で、漁業者・経営体の構造や漁業を
取り巻く環境、消費構造等が大きく変化。また、このような状況を踏ま
え、平成 30 年６月に水産政策の改革を決定し、同年 12 月には漁業法等
が改正され、漁業生産に関する基本的制度を改正。令和の時代に入った
現在、水産業も新たな時代に。 
このため、今回の白書では、平成 30年間に、我が国の水産業の生産、

消費、政策、漁業構造などがどのような変遷をたどってきたのかについ
て、最新の漁業センサスも踏まえて分析するとともに、令和の時代にお
ける水産政策の改革の具体的な方向性について考察。 

 
第１章 水産資源及び漁場環境をめぐる動き 

 我が国周辺の水産資源の状況、資源管理、漁業取締り、漁場環境保全等 
 

第２章 我が国の水産業をめぐる動き 
 漁業・養殖業の生産量・額、漁業経営、漁業就業者、水産流通・加工等 
 

第３章 水産業をめぐる国際情勢 
 漁業・養殖業の生産量、貿易量・額、地域漁業管理機関、他国との関係等 

 
第４章 我が国の水産物の需給・消費をめぐる動き 

水産物の需給、食用魚介類自給率、消費、輸出入等 
 

第５章 安全で活力ある漁村づくり 
水産業・漁村の多面的機能、防災・減災対策、漁村の活性化等 

 
第６章 東日本大震災からの復興 

水産業・漁村の復興状況、原発事故への対応等 
 
○令和２年度水産施策 
 令和２年度予算等を基に施策の概要を整理 
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